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前に発表した Ising 系の staticな性質を近似的にとり政かう方法 (物

性研究 vo11･8,181貢)を,_Glaubermodelに適用する｡出発点は

master eq

∂
v f(0.･-ON;Jt)- 一 芸 rwj(Oj)f(0.-･oN;t)-Wjトoj)j= 1

× i(61････-Pj･･･師t)V〕,一一一-一一一 一一一一- 一可 1)

α

wj=す 〔11 - Ojtanh囲 j ･〕

であるか, j番 目の spih に働 く有効磁 場Hj は
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と書かれるはずである.ただしnearestneighborlinteraction のみ
0

を考え,外から働 く磁場をni としたO

(1属 は, fを用いての平均値<oj>･<oiOl>･･････<0.62････ON>の連

立方程式と両等であるか,ここではまずくoj'> ≡ Siとnearestneighbur

間の correlation <ujOj+∂> ≡ uj,6だけを考えるOそれらに対する方程
式は
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となる｡ 問題は<tanhPHj) などをどのように求めるかである｡
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､ I ≠ ノー ー~



sJ とuj,Sかすべての j, ∂に対して与えられたとき･1億の spinoJ
の確率分布･また 2個のス ピンOj･Oj十Bのそれは,それぞれ

fj(qj)-与 (H s,a,)- ----------一一- ---- -(5a)

fi,eCoj,O汁R)-‡(けSjOi+Sj.803十6･ui,3qjO,.8)__(5b)
と書けるはずであるo<tanhPHj> などをSj･とujSだけカや っていると
いう条件の下で求めるには次のようにする｡

まず中心の sp′inojを fixしておいて･周りのZ個のISPinについての平

均を求め･それをOjについて平均するo すなわち,

l

<tanh叩j>=qi fj(03)<tanhPHj 〉Cj

<tanhPHj> oj を計算するには, げj か与えられたとき･そめnearest

neighbourに対する条件確率 fj8(OjOj十6)/fj(Oj)を使えーはよい,すな
わち,

<tanh PHj>oj-fo,?. ei tanh叫 宣 撫 6)瑠
fj･a(Gj,0汁β)

fj(qj)

こうして< tanhβHj) が Sj･uj,S の関数として表わされるo 勉め平均値

<oj十StanhPHj> などについても同様であり, これを(4)式た入れればSj､

とuj;β の閉じた方程式か得られ るo

この方程式か らいろいろな結論か得られるが,,tl)熱平衡の性質としては,

Bethe近似と完全に一致するo ただLuも8=0 と同様であるo
t2)dynamicalsusceptibilify なども求められ るか,籍異は松平,叉は鈴木

･久保などのものと本質的に同じであり,細かい点や差が出るだけセぁる.

-D18-


